
北上市立博物館
Kitakami City Museum

〒024-0043  岩手県北上市立花 14 -59
電話 0197-64-1756　FAX  0197-64-1860
 Eメールアドレス   museum@city.kitakami.iwate.jp

令和３年度後期特別展

リサイクル適性

この印刷物は、板紙へ
リサイクルできます。

Ｂ

会 場：北上市立博物館本館 
［開館時間］午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）
［休  館  日］12.６（月）、12.13（月）、12.20（月）
［観  覧  料］一般 500 円、高校生 240 円、小中学生 170 円 （団体割引有）

令和３年

10.16 12.26（日）（土）～

※新型コロナウイルス感染症対策のため、内容が変更・中止になる
    可能性があります。
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資料協力：岩手県建築士会北上支部
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関連事業 鼎談！  国見山廃寺の塔を語る３人の熱き漢鼎談！  国見山廃寺の塔を語る３人の熱き漢

濵島 正士 （はましま　まさじ　 国立歴史民俗博物館名誉教授）

菊池 寛明 （きくち　ひろあき   社寺工舎 ・ 宮大工）

加藤 康久 （かとう　やすひさ　岩手県建築士会北上支部 ・ 元国見山廃寺特別委員会委員長）

特徴的な建築物や瓦についての研究成果
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JR北上駅からタクシーで約10分
東北自動車道北上江釣子 ICから車で約15分
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●観覧料
区　　分 　　個　人 　　　団　体　　　共通観覧券
一　　般 　　500 円 　　　400 円　　　　700 円
高  校  生 　　240 円 　　　180 円　　　　300 円
小中学生 　　170 円 　　　120 円　　　　200 円
＊未就学児は無料。
＊団体は 20 名以上。
＊共通観覧券は博物館のほか、北上市立鬼の館、北上市立利根山光 
　人記念美術館でご 利用いただけます。各施設１回ずつ観覧でき、
　有効期限は発行日より１年間です。

●利用案内
開館時間　午前9時～午後５時（最終入館／午後４時30分）
展覧会期中休館日　12月6日（月）、12月13（月）、12月20（日）

※10月18日10時から電話予約先着順（定員20人）　変更等は HP・ Facebookなどで随時お知らせします。

   国見山廃寺は、 岩手県北上市の国見山で発見

された平安時代の古代寺院です。 お寺の始まり

は、 平安時代の前期にまで遡りますが、 最初は

掘立柱の小さなお堂があるだけの山寺に過ぎませ

んでした。 ところが 1000 年ほど前の平安時代中

期になると、 礎石建物による多数の堂塔が尾根上

に立ち並びます。 この背景には地元の豪族である

安倍氏があったものとも考えられます。 堂塔は尾

根上に不規則に配置されているように見えますが、

宗教的意味合い、 地形などを考慮して、 巧みに

配置されていたことがわかります。

   　　　　　　　礎石しか残っていないため、 上屋構

　　　　　　　造をどのように復元するかについては、

　　　　　　　地元の岩手県建築士会北上支部の

方々の熱心な取り組の成果が注目されます。 北

上支部では、 古代寺院建築の第一人者である濵

島正士先生の指導のもと、 発見された堂塔の全

ての復元図を完成させました。 復元するにあたり、

礎石の配置 ・ 堂塔の場所 ・ 江戸時代の古図面の

名称などから、 建物の性格決めも行われました。

本展では、 国見山廃寺の建築の象徴である 「塔」

の復元を中心に堂塔復元図を展示します。

   　　　　　　　国見山廃寺の発見の端緒となったの

　　　　　　　は、 戦前に道路開削に出土した一片の

　　　　　　　蓮華文を施した軒丸瓦片でした。 蓮華

文軒丸瓦は、 古代の役所か寺院でしか用いない

ものです。 この発見に注目し国見山廃寺の研究

に熱心に取り組んだのが、 地元の研究者である

司東真雄先生でした。 その熱意は、 1963 （昭

和 38） 年、 第１次調査の 「塔」 跡の発見へとつ

ながり、 国見山廃寺研究への道を開きました。 本

展では、 平泉期以前の古代瓦として、 国見山廃

寺と胆沢城から出土した鬼瓦、 軒丸瓦、 軒平瓦

を展示します。

令和３（2021）年 11 月７日午前 10 時～ 12 時

国見山廃寺

国見山廃寺 11 世紀の堂塔復元図
（濵島正士監修： 岩手県建築士会北上支部作成） 

おとこ

●ホームページアドレス
 　https://www.city.kitakami.
     iwate.jp/life/kurashi_tetsuduki/
　bunka_sports/bunkashisetsu/
    3/index.html


